新会計基準における会計思考の展開 --資本等式の理論的含意の検討を手がかりとして by 藤井, 秀樹
Title新会計基準における会計思考の展開 --資本等式の理論的含意の検討を手がかりとして
Author(s)藤井, 秀樹
















































































































Schar [1922]であり (Littleton[1933] pp.191-192; 
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れるとし注(6), かかる前提のもとに複式簿記の














て，資本等式は，「資本主持分勘定が表示して. . . . .. . . . . 
いる原初資本プラス純利益はつねに，財産勘定
によって表示される純財産と一致しなければな














































































































































I 株主資本 I 株主資本
I 評価・換算差額等 1I 評価・換算差額等
1 その他有価証券評価差額金 1 その他有価証券評価差額金
2 繰延ヘッジ損益 2 繰延ヘッジ損益





















































































































































































































注(7) この会計等式で， Gは「収益」 (Gewinn) を，
Vは「費用」 (Verlust)を，それぞれ表している。
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